









































P.   5  「係の活動への協力を呼びかけるちらしを作る」中学校
国 語































だけど，23.0  cm も多いよ。
全体の様子をみた方がいいね。
20.0  cm 未満は０回
20.0  cm …  26 回
20.5  cm …  54 回
21.0  cm … 111 回
21.5  cm … 213 回
22.0  cm … 405 回
22.5  cm … 661 回
23.0  cm … 913 回
23.5  cm … 524 回
24.0  cm … 414 回
24.5  cm … 182 回
25.0  cm … 474 回
25.5  cm … 1087 回
26.0  cm … 837 回
26.5  cm … 694 回
27.0  cm … 396 回
27.5  cm … 207 回
28.0  cm …  62 回






中央値を求めると 25.0  cm だね。















































P.   9  「 どのような直線が作図された
かを考えよう」
P.10  「 問題の条件をはっきりさせよ
う」
P.13  「数当てゲームの秘密を探ろう」
P.11  「 貸し出し用の靴を買い替え
る計画を立てよう」
P.   3   「要望する文章を書こう」
P.   4  「 動画を用いて話合いを振り返
る」













































B 5⑴　正答率 48.1 %
   24.5cmの靴を最も多く買うという考えが適切ではない理由を，   グラフの
特徴を基に説明する。
〔第１学年〕　
   Ｄ　資料の活用　⑴ イ
学習指導要領における領域・内容
課題の見られた問題の概要と結果
あれ？平均値なのに 24.5  cm の
あたりがへこんでいるよ。
そうだね。23.0  cm も高いよ。
グラフには２つの山があるね。















最頻値は 25.5  cm なので，
この靴を最も多く買う方がいいよ。
24.5  cm は，平均値だけどグラフの
谷だから多く買う必要はないね。
23.0  cm と 25.5  cm のところに山が２つある
から，２つのサイズを多く買うといいね。




























  本授業アイディア例     活用のポイント !
Ⅱ
T Y P E
Ⅲ






































































～目的に沿って話し合い，   互いの発言を検討する～





































































































































































































































































































































































































参照▶　「平成 28 年度　【中学校】　報告書」　P.46 ～ P.48　「平成 28 年度　解説資料　中学校数学」　P.36 ～ P.37，P.40
  本授業アイディア例     活用のポイント !
9
Ｂ2 　前提の適切な判断
Ｂ2⑴　正答率 59.3 % Ｂ2⑵　正答率 21.6 %


















T Y P E
参照▶　「平成 28 年度　【中学校】　報告書」　P.107 ～ P.112 　「平成 28 年度　解説資料　中学校数学」　P.94 ～ P.98　
  授業アイディア例
  x の値に対応する y の値は，次の表のようになります。
このとき，x ＝４のときの y の値を求めなさい。
１．対応する値を求め，その求め方を説明する。
２．前提となる条件に着目し，それが適している理由を説明する。













いるから，y は x の一次関数と考えた
ということだよね。
一次関数と考えたら式は y ＝－６x ＋ 30
になるね。x ＝４を代入して確かめたら
 y ＝６になるね。
航平さんは，x と y の積は一定と






　 x ＝４のとき y ＝９になるように，  x  と y の間の関係を書き
加えることについて，  正しい記述を選び，  その理由を説明する。
問題   x … ２ ３ ４ …




 x の値と y の値の積がどれも 36
になるから，y ＝９になります。
そう考えると，x と y の積は 36
になるから，y ＝９は正しいね。
ポイント
●　条件が適している理由を説明するだけでなく，「  y は x に比例する。」という条件が，この問題に適していない理由を説
　明する場面を設定することも大切である。
●　第３学年の「関数   y = ax ２ 」の学習においても，前提を追究する場面を設定することが大切である。
  本授業アイディア例     活用のポイント !
Ｂ2⑴  〔第２学年〕Ｃ  関数　⑴ イ









































































































































































計算した結果 30 を 5 でわると 6 になって，最初の数 4 より 2 だけ大きいよ。





































































B 6⑵〔第 2 学年〕
    A　数と式　⑴ イ，ウ
B 6⑵〔第 2 学年〕











最初の数を a とすると… 計算した結果は，
5 a＋10 と表されるね。
5 a＋10  は 5（  a ＋ 2）と変形できるから，
それを 5 でわると  a ＋ 2，そこから 2 をひくと
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解説資料
報告書
http://www.nier.go.jp/kaihatsu/zenkokugakuryoku.html
